



























ける革命の問題 1830-31年のザクセン革命の経過 と評価 (以上 S.
59-120)
第2章 ザクセンの1830年 9月蜂起





市,ペ一二ヒ市 (iv)リンパッ-村 (Ⅴ)ノイマルク村 (vi)ヴィル
デンフェルス市,キルヒベルク市,-ル トマンス ドルフ村 (vi)
シェ-ンベルク家協定所領 (via)上部-ルツゲビルゲ (ix)フライベ
ルク市 (Ⅹ)東部エルツゲビルゲ (以上 S.167-246)
第5節 フォークトラント県
(i)tロイエソ市 (i)ミ-ラウ市 (ii)ライヒェソバッ-市 (iv)
ローデブィッシュ村 (Ⅴ)アウエルバッ-市,ファルケンシュタイン
市 (vi)ア一ドルフ市 (vi)プラムバッ-村 (vh)-ルスターベルク






第 1節 中央政府および民兵団 (S.389-407)


























































































































































































































































































































































は,4年が2人 (商人と日雇),2年が 3人 (日雇 1人と手仕事労働者 2














































































































































































級官吏は,市書記 (クリミッチャウなど),廷吏 ･市下級役人 い ロイェン,
ローデブィッシュ村など),山林役人 (カルルスフェル吊寸など),租税 ･物
品税 ･護送税の徴収官 (ライヒェソバッ-など),村長 (リンパッノ＼村,カル












































































































































































ト (松尾 ･編訳),｢ザクセン九月騒乱期の3人の重要人物｣,(1),岡上誌,28巻 1号,
1996,pp220-227を,さらに,王族ヨ-ンについては,同論文,pp200-220を,リンデ
ナウについては,同論文,(2),同上誌,28巻4号,1997,pp395-406を参照.
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